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は
じ
め
に

主
要
な
先
進
諸
国
は
、
行
政
の
一
般
的
な
事
前
手
続
を
規
定
す
る
「
行
政
手
続
法
し
を
ほ
ぼ
備
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

わ
が
国
で

は
、
行
政
手
続
法
制
度
の
整
備
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
、

ま
た
長
年
に
わ
た
っ
て
法
制
化
の
努
力
が
続
け
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
久
し

く
立
法
化
さ
れ
る
と
と
は
な
か
っ
た
。
地
の
先
進
国
に
は
す
で
に
存
在
す
る
行
政
手
続
法
が
、
な
ぜ
わ
が
国
に
は
な
か
な
か
導
入
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
が
、
お
よ
そ
制
度
改
革
に
必
要
な
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
と
い

う
政
策
過
程
シ
ス
テ
ム
上
の
条
件
が
欠
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
求
、
ず
、
行
政
手
続
法
制
度
の
整
備
が
わ
が
国
で
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
状
況
を
、
政
策
過
程
論
的
な
視
点
か
ら
検
証
し
、

次
に
、
行
政
手
続
法
の
導
入
に
よ
っ
て
、
行
政
指
導
は
ど
う
寸
規
制
し
き
れ
、
そ
の
透
明
性
や
公
正
性
は
ど
の
よ
う
に
確
保
さ
れ
る
こ
と

こ、
r
d
久
d

1

ノ、

t
f
F
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か
に
し
た
い
。
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行
政
手
続
法
制
度
の
整
備

行
政
手
続
法
制
度
の
整
備
の
歴
史
は
、

お
よ
そ
一
一
一
つ
の
時
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
{
ぶ
。

第
一
の
時
期
は
終
戦
か
ら
一
九
七

0
年
代
ま
で
で
、
行
政
手
続
法
の
必
要
性
が
説
か
れ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
は
進
ま
ず
、
立
法
に
至
ら

な
か
っ
た
時
期
、
第
二
の
時
期
は
一
九
八

0
年
代
で
、
汚
職
事
件
を
契
機
と
し
て
行
政
手
続
法
の
必
要
性
の
認
識
が
深
ま
り
、
二
度
に
わ

た
る
行
政
手
続
法
研
究
会
が
活
動
し
た
時
期
、
第
三
期
は
一
九
九

0
年
代
以
降
で
、
第
三
次
行
革
審
に
行
政
手
続
部
会
が
設
置
さ
れ
、
そ

の
部
会
報
告
や
審
議
会
答
申
が
行
政
手
続
法
要
綱
や
法
案
と
し
て
実
現
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。

第
一
期

行
政
手
続
法
制
度
を
整
備
し
よ
う
と
い
う
動
き
は
、

一
九
五
ニ

1
三
年
の
国
家
行
政
運
営
法
案
の
立
法
化
の
動
き
に
さ
か
の
ぼ
る
。

九
五
二
年
の
閤
家
行
政
運
営
法
案
は
一
四
条
か
ら
な
り
、
議
員
提
出
法
案
と
し
て
第
一
三
回
国
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
五
一
一
一
年
の
法
案
は
、

行
政
審
議
会
運
営
部
会
で
作
成
さ
れ
た
二
一
条
か
ら
な
る
国
家
行
政
運
営
法
案
要
綱
試
案
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
行
政
手
続
に
関
す
る

規
定
は
含
ん
で
い
る
が
、
行
政
運
営
の
た
め
の
訓
示
的
規
定
を
中
核
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
の
手
続
保
障
と
い
う
商
か
ら
は
必
ず
し

も
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
占
領
が
終
わ
っ
た
直
後
の
こ
と
で
も
あ
り
、
立
法
化
き
れ
な
か
っ
た
。

次
に
立
法
化
の
動
き
が
で
て
く
る
の
は
、
第
一
臨
調
の
時
で
あ
る
。
一
九
六
四
年
九
月
に
出
さ
れ
た
第
一
臨
調
の
答
申
は
、
「
行
政
の
公



正
確
保
の
た
め
の
手
続
の
改
革
に
関
す
る
意
見
」
と
し
て
統
一
的
な
行
政
手
続
法
の
制
定
に
つ
い
て
の
提
言
を
行
っ
た
。
こ
の
提
言
で
は
、

許
認
可
の
基
準
が
不
明
確
で
窓
意
的
運
営
が
な
さ
れ
、
ま
た
許
認
可
に
長
い
期
間
が
か
か
る
こ
と
、
行
政
処
分
を
す
る
擦
に
必
要
な
手
続

上
の
法
的
規
定
が
不
備
で
、
そ
の
手
続
的
保
障
の
内
容
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
勧
告
意
見
と
し
て
、

三
章
一
六
八
条
か
ら
な
る
本
格
的
な
行
政
手
続
法
草
案
が
添
付
さ
れ
た
。
草
案
は
、
わ
が
閣
の
行
政
手
続
法
に
つ
い
て
の
本
格
的
検
討
を

行
っ
た
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
立
法
化
へ
の
進
展
は
な
か
っ
記
。

第
二
期

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
に
続
く
ダ
グ
ラ
ス
、
グ
ラ
マ
ン
な
ど
航
空
機
購
入
に
関
す
る
疑
惑
問
題
の
再
発
防
止
策
を
検
討
す
る

た
め
、
寸
航
空
機
疑
惑
問
題
等
防
止
対
策
に
関
す
る
協
議
会
」
が
設
け
ら
れ
た
。
協
議
会
は
、
首
相
の
諮
問
機
関
と
し
て
関
係
閣
僚
と
四
人

の
有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ
、
九
月
に
提
言
を
出
し
た
。
提
言
で
は
、
行
政
指
導
の
根
拠
の
明
示
な
ど
当
面
の
対
策
の
ほ
か
、
長
期
的
課
題

一
九
七
九
年
、

と
し
て
一
般
的
行
政
手
続
法
の
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

一
九
八

O
年
八
月
、
こ
の
協
議
会
の
提
言
を
受
け
て
、
行
政
手
続
法
研
究
会
(
第
一
次
)
(
座
長

雄
川
一
郎
成
顕
大
学
教
授
)
が
、
行

政
管
理
庁
行
政
管
理
局
長
の
懇
談
会
と
し
て
発
足
し
、
八
三
年
一
一
月
に
報
告
を
と
り
ま
と
め
た
。
報
告
で
は
、
処
分
手
続
、
命
令
制
定

手
続
、
計
画
策
定
手
続
、
規
制
的
行
政
指
導
手
続
に
つ
い
て
要
綱
案
を
提
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
随
所
に
国
民
か
ら
の
参
加
手
続
を
盛
り

込
む
な
ど
新
し
い
行
政
の
展
開
に
伴
う
開
題
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
か
、
行
政
の

多
様
化
へ
の
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
、
な
ど
行
政
実
務
サ
イ
ド
か
ら
は
慎
重
な
検
討
を
求
め
る
声
が
強
か
っ
た
と
い
わ
れ
{
ぞ

一
九
八
一
年
三
月
に
発
足
し
た
第
二
臨
調
は
、
行
政
や
政
策
全
般
に
わ
た
る
改
革
の
検
討
を
行
い
、
八
三
年
三
月
に
最
終
答
申
し
た
。

行
政
指
導
と
行
政
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続
法
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こ
の
答
申
に
お
り
る
行
政
手
続
に
つ
い
て
の
認
識
は
第
一
臨
調
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
答
申
は
「
公
正
で
民
主
的
な
行

政
運
営
を
実
現
し
、
国
民
の
権
利
・
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
行
政
手
続
を
整
備
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
一
驚
高
ま
っ
て
い
る
」
と
指
摘

し
、
統
一
的
な
行
政
手
続
法
を
制
定
す
る
た
め
の
臨
時
の
専
門
的
な
調
査
審
議
機
関
の
設
置
を
提
一
一
目
し
た
。

一
九
八
五
年
六
月
、
第
ニ
臨
調
の
提
雷
を
受
げ
て
、
第
二
次
行
政
手
続
法
研
究
会
(
座
長
塩
野
宏
東
大
教
授
)
が
、
総
務
庁
行
政
管

理
局
長
の
懇
談
会
と
し
て
発
足
し
た
。
こ
の
研
究
会
は
、
審
議
の
進
め
方
に
慎
重
で
あ
り
、
実
現
可
能
性
を
高
め
る
努
力
を
払
っ
た
。
す

な
わ
ち
第
一
次
研
究
会
の
報
告
に
つ
い
て
各
省
庁
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
実
務
上
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
に
な
る
の
か
検
討
し
た

の
で
あ
{
航
。
さ
ら
に
、
外
国
の
行
政
手
続
法
制
の
動
向
に
つ
い
て
も
調
査
・
研
究
を
行
つ
討
。
そ
し
て
一
九
八
九
年
一

O
月
に
、
中
間
報

告
が
ま
と
め
ら
れ
が
。
そ
こ
で
は
、
産
接
国
民
の
権
利
義
務
に
関
係
す
る
分
野
で
あ
る
処
分
手
続
と
、
そ
の
形
骸
化
を
も
た
ら
し
か
ね
な

い
行
政
指
導
手
続
に
つ
い
て
、
統
一
化
の
基
本
的
考
え
方
お
よ
び
要
綱
案
を
提
出
し
た
。

第
二
次
研
究
会
は
、
実
現
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
手
続
の
対
象
を
当
面
重
要
な
も
の
に
絞
っ
た
と
も
い
え
る
。

処
分
手
続
に
つ
い
て
み
る
と
、
侵
害
処
分
に
つ
い
て
第
一
次
研
究
会
報
告
で
は
、
棺
当
厳
格
な
事
前
手
続
を
一
律
に
適
用
す
る
も
の
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
不
意
打
ち
的
な
処
分
を
回
避
す
る
た
め
の
最
低
限
の
手
続
的
保
障
と
し
て
の
弁
明
手
続
と
、
よ
り
慎
重
な
聴
聞
手
続
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
行
政
手
続
の
多
様
性
を
考
慮
し
て
、
必
ず
し
も
統
一
法
で
一
般
的
に
規
制
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の
や
、

事
前
手
続
を
お
く
こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の
な
ど
に
つ
い
て
も
配
躍
し
て
い
別
。

第一一一期

一
九
八

0
年
代
後
半
か
ら
現
在
に
至
る
規
制
緩
和
を
め
ぐ
る
行
政
改
革
の
動
き
が
、
行
政
手
続
法
の
実
現
に
向
か
う
改
革
ネ
ッ
ト
ワ

1



ク
の
強
化
に
弾
み
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
期
の
改
革
主
体
が
、
行
政
法
学
者
を
中
心
と
す
る
「
研
究
会
」
(
行
政
管
理
局
長
の
懇

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
三
期
の
改
革
主
体
は
、
各
界
の
代
表
か
ら
な
る
「
行
革
審
」
(
首
相
の
審
議
会
)
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

行
政
手
続
法
制
度
の
整
備
は
、
外
圧
の
影
響
が
も
っ
と
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
訟
が
、
規
制
緩
和
と
い
う
行
政
改
革
の
流
れ
に
乗
る
こ
と

談
会
)

に
よ
り
、

一
気
に
立
法
化
の
実
現
可
能
性
が
高
め
ら
れ
た
。

一
九
八
八
年
一
二
月
一
日
、
第
二
次
行
革
審
の
公
的
規
制
緩
和
に
関
す
る
答
申
は
、
公
的
理
制
全
般
を
通
じ
、

そ
の
基
緩
や
手
続
の
明

確
化
を
図
り
、
制
度
・
運
用
全
体
に
わ
た
っ
て
透
明
性
、
公
平
性
等
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
国
内
的
に
は
も
ち
ろ
ん
、
国
際
的
に
も
今
後

わ
が
国
と
し
て
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
事
務
手
続
の
簡
素
化
・
迅
速
化
も
要
請
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

公
的
規
制
に
お
げ
る
運
用
改
善
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

と
く
に
行
政
指
導
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
届
出
制
は
、
そ
の
運
用
次

第
に
よ
っ
て
は
認
可
・
許
可
制
に
近
い
効
果
を
持
つ
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
、
規
制
緩
和
に
よ
る
制
度
改
革
を
行
っ
た
ら
、

そ
の
趣
旨
に

沿
っ
て
運
用
の
徹
底
し
た
改
善
努
力
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
行
政
指
導
の
あ
り
方
を
見
直
す
よ
う
提
言

し
〈
問
。
こ
の
答
申
は
、
行
政
指
導
の
あ
り
方
を
見
直
す
よ
う
提
一
一
一
目
し
た
こ
と
で
、
後
の
行
政
手
続
法
制
定
に
お
け
る
議
論
の
焦
点
を
、
多

く
の
行
政
手
続
の
中
で
は
処
分
や
指
導
の
手
続
に
、
ま
た
、
処
分
手
続
よ
り
も
行
政
指
導
手
続
(
お
よ
び
指
導
に
関
連
す
る
申
請
手
続
)

に
比
重
一
を
移
す
効
果
を
持
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
九
八
九
年
一

O
月
五
日
、
第
二
次
行
革
審
「
公
的
規
制
の
在
り
方
に
関
す
る
小
委
員
会
」
に
お
い
て
、
塩
野
教
授
が
第
二
次
行
政
手

続
法
研
究
会
報
告
の
内
容
を
説
明
・
公
表
す
る
と
と
も
に
、
行
革
の
推
進
課
題
の
一
つ
と
し
て
入
れ
る
よ
う
要
望
し
た
。
小
委
員
会
で
は

行
政
手
続
法
に
対
す
る
関
心
が
高
く
、
活
発
な
質
疑
と
審
議
が
な
さ
れ
た
と
い
封
。
一
一
月
二
日
に
提
出
さ
れ
た
小
委
員
会
の
報
告
で
は
、

行
政
手
続
制
度
の
整
備
を
今
後
の
規
制
緩
和
推
進
方
策
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
、
「
既
に
政
府
内
及
び
学
会
等
に
お
い
て
相
当
の
検
討
成
果
の

行
政
指
導
と
行
政
手
続
法
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四

蓄
積
が
み
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
別
法
を
超
え
た
行
政
手
続
に
関
す
る
基
本
的
ル
ー
ル
を
確
立
す
べ
く
、
手
続
法
制
の
統
一
的
な

整
備
に
向
け
た
検
討
作
業
を
早
期
に
本
格
化
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
L

と
述
べ
て
い
る
。

一
九
九

O
年
四
月
一
八
日
の
第
ニ
次
行
革
審
最
終
答
申
に
お
い
て
は
、
「
行
政
手
続
の
内
外
へ
の
透
明
性
の
向
上
、
公
正
の
確
保
等
を
図

る
た
め
、
処
分
手
続
等
に
関
し
、
法
制
の
統
一
的
な
整
備
に
向
け
て
、
専
門
的
な
調
査
審
議
機
関
を
設
置
し
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
阜

期
に
結
論
を
得
て
実
施
に
移
す
も
の
と
す
る
。
こ
れ
に
際
し
、
行
政
指
導
に
関
す
る
手
続
的
な
規
制
及
び
事
後
救
済
制
度
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
。
」
と
提
言
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
政
府
も
四
月
二
七
日
、
答
申
を
寸
最
大
限
に
尊
重
L

し
て
改
革
を
実
施
す
る
旨
、
閣
議
決
定

し
た
。一
九
九

O
年
一

O
月
三
一
日
、
第
三
次
行
革
審
が
発
足
し
た
が
、
そ
の
初
会
合
の
場
で
海
部
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
、
「
我
が
国
の
行
政
手

続
の
内
外
へ
の
透
明
性
の
向
上
、
公
正
の
確
保
等
を
図
る
た
め
の
統
一
的
な
整
備
に
つ
い
て
は
、
既
往
の
閣
議
決
定
等
を
踏
ま
え
、
本
審

議
会
で
早
急
に
検
討
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
一
一
一
月
に
は
、
第
三
次
行
革
審
の
意
見
と
し
て
、
平
成
三

ご
九
九
一
)
年
末
に
は
、
統
一
法
要
綱
案
を
含
め
て
答
申
を
提
出
す
る
旨
の
表
明
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
三
年
度
行
革
大
綱
の
閣

議
決
定
に
お
い
て
は
、
法
制
の
統
一
的
な
整
備
に
つ
い
て
は
、
第
三
次
行
革
審
で
の
検
討
を
進
め
、
早
期
に
結
論
を
得
て
所
要
の
措
置
を

講
ず
ぺ
く
準
備
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
〔
的
。

一
九
九
一
年
一
月
一
二
日
、
審
議
会
の
下
に
「
公
正
・
透
明
な
行
政
手
続
部
会
し
が
設
け
ら
れ
、
行
政
手
続
法
案
の
本
格
的
な
検
討
が

開
始
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
部
会
長
が
角
田
礼
次
郎
前
最
高
裁
判
所
判
事
、
部
会
長
代
理
が
塩
野
宏
東
大
法
学
部
教
授
で
あ
り
、
そ
の

他
の
専
門
委
員
は
、
行
政
法
学
者
、
行
政
実
務
経
験
者
、
裁
判
官
経
験
者
、
弁
護
士
、
民
間
事
業
者
、
労
働
組
合
関
係
者
な
ど
で
、
総
計

一
八
名
で
あ
っ
た
。
審
議
会
か
ら
は
「
部
会
は
、
概
ね
平
成
三
年
一
一
月
を
目
途
に
、
統
一
法
要
綱
案
を
含
む
行
政
手
続
法
制
に
関
す
る



部
会
報
告
を
審
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
」
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
上
の
要
請
が
あ
っ
叫
。

部
会
で
の
審
議
は
、
週
一
回
の
ぺ

l
ス
で
進
め
ら
れ
{
問
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
に
譲
る
こ
と
に
し
〈
初
、
こ
こ
で
は
、
審
議
の
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
そ
の
一
つ
は
、
三
月
中
旬
か
ら
四
月
中
旬
に
か
げ
て
、
部
会
が
一

O
の
省
庁
か
ら
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
、
ま
た
、
六
月
中
句
か
ら
七
月
中
句
に
、
後
述
す
る
小
委
員
会
が
七
省
庁
を
加
え
た
一
七
の
省
庁
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た

点
で
あ
る
。
各
省
庁
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
行
政
手
続
法
の
制
定
に
つ
い
て
の
意
見
を
あ
ら
か
じ
め
聞
き
出
し
、
修
正
で
き
る

部
分
は
修
正
す
る
な
ど
、
実
現
可
能
な
原
案
づ
く
り
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
過
程
で
は
、

行
政
手
続
法
の
制
定
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
反
対
意
見
は
皆
無
で
あ
っ
た
と
い
封
。
各
省
庁
の
意
見
と
い
う
の
は
、
行
政
手
続
法
が
制
定

さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
そ
の
適
用
除
外
を
希
望
す
る
部
分
の
表
明
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
過
程
で
、
行
政
審
判
手
続
、
国
の
行

政
機
関
・
地
方
公
共
団
体
・
特
殊
法
人
や
認
可
法
人
な
ど
に
対
す
る
処
分
、
非
常
事
態
に
対
す
る
処
分
な
ど
は
適
用
対
象
か
ら
除
か
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
命
令
(
行
政
立
法
H
政
・
省
令
な
ど
)
制
定
手
続
や
計
画
策
定
手
続
に
つ
い
て
は
将
来
の
検
討
課
題
に
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
当
面
の
検
討
は
、
申
請
に
係
わ
る
処
分
の
手
続
、
侵
害
処
分
の
手
続
、
行
政
指
導
の
手
続
を
中
心
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

第
二
に
、
当
面
の
検
討
課
題
に
さ
れ
た
上
の
三
つ
の
手
続
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
要
綱
案
を
作
る
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
小
委
員
会
は
四
月
下
旬
に
発
足
し
、
角
田
部
会
長
、
塩
野
部
会
長
代
理
の
ほ
か
三
名
の
計
五
名
〈
後
に
八
名
に
拡
大
)
で
あ
っ
討
。

小
委
員
会
は
、
五
月
の
一
カ
月
で
要
綱
案
の
素
案
を
作
り
上
げ
、
毎
回
の
会
合
は
夜
ま
で
及
ぶ
ほ
ど
の
集
中
し
た
審
議
で
あ
り
、
白
熱
し

た
議
論
が
展
開
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
素
案
を
部
会
に
報
告
し
、
そ
こ
で
の
意
見
・
議
論
を
経
て
手
直
し
を
行
い
、
そ
れ
を
各
省
庁
に
回

し
、
先
述
し
た
一
七
の
省
庁
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
小
委
員
会
方
式
の
採
用
に
よ
り
、
よ
り
集
中
的
、
効
率
的
な

行
政
指
導
と
行
政
手
続
法

一O
五
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議
論
が
可
能
と
な
っ
た
と
い
え
る
わ

に
、
七
月
末
に
、
ー
行
政
手
続
法
要
綱
案
(
第
…
次
部
会
案
ご
と
し
て
公
表
し
た
点
で
あ
る
。
公
表
さ
れ
た
案
に
対
し
て
、
経
団

日
本
行
政
書
士
連
合
会
な
ど
か
ら
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
各
省
庁
か
ら
の
第
一
次
部
会
案
に
対
す
る

意
見
を
踏
ま
え
て
、
九
月
以
陣
最
後
の
部
会
案
に
つ
い
て
の
詰
め
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
部
会
で
の
中
間
的
な
案
を
公
表
し
て
、
国
民

各
界
か
ら
の
意
見
を
開
こ
う
と
す
る
態
度
は
、
各
界
か
ら
の
反
応
や
意
見
を
開
い
て
案
に
取
り
込
h
u

の
と
同
時
に
、
国
民
世
論
を
喚
起
し

に
向
け
て
の
ム
ー
ド
づ
く
り

あ
っ
た
と
い
え
る
。

一
一
月
二
九
日
、
部
会
の
最
終
報
告
が
行
革
審
に
報
告
さ
れ
、
同
日
公
表
さ
れ
た
。

二
一
月
一
二
日

「
公
正
・
透
明
な
行
政
手
続
法
制
の
整
備
に
関
す
る
答
申
L

を
宮
沢
総
理
に
提
出
し
、
こ
の
中
で
、
要
綱

案
に
基
づ
き
速
や
か
に
法
体
案
を
提
出
す
べ
く
準
備
を
進
め
る
よ
う
要
請
し
た
り
こ
れ
を
受
け
て
政
府
は
、

一
二
月
二
八
日
、
平
成
四
年

度
行
革
大
綱
に
お
い
て
、

d

一
次
行
革
審
答
申
に
沿
っ
て
行
政
手
続
法
の
立
案
作
業
を
進
め
、
早
期
に
法
律
案
の
提
出
を
図
る
旨
を
閣
議

E
:
，

f
o
 

が
μ
λ
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た

そ
の
後
の
政
府
内
部
の
作
業
は
、
要
綱
案
の
内
容
に
つ
い
て
法
制
的
な
詰
め
そ
行
う
こ
と
と
、
行
政
手
続
法
の
制
定
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
例
制
法
に
盛
ら
れ
て
い

ど
の
よ
う
に
整
序
し
て
い
く
か
と
い
う
乙
と
が
そ
の
中
心
で
あ

後
者
に
つ
い
て
は
、
要

鱗
築
に
お
い

行
政
一
手
続
法
よ
り
も
よ
り
槙
重
な
手
続
が
個
別
に
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
に
さ

れ
た
た
め
、
出
別
法
の
手
続
が
穫
先
さ
れ
る
。
ま
た
、
行
政
手
続
法
の
適
用
十
74
除
外
会
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
行
政
手

続
法
の
弁
明
・
聴
関
手
続
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
個
別
法
の
事
前
手
続
の
根
拠
規
定
は
不
要
に
な
る
わ
け
で
あ
る
の

基
本
的
に
は
こ
う
し

で
個
別
法
を
整
序
す

の
も
と
に
、
関
係
省
庁
で
は
、
行
政
手
続
法
と
儒
別
法
と
の
調
整
を
図
る



作
業
を
進
め
た
。
行
政
手
続
法
が
関
係
す
る
法
律
は
五

O
Oを
越
え
て
お
り
、
現
実
に
手
続
規
定
を
お
い
て
い
る
た
め
に
何
ら
か
の
改
正

ほ
ぽ
す
べ
て
の
省
庁
を
巻
き
込
ん
だ
膨
大
な
作
業
と
な
っ
た
。
答
申
が
出
た
後
、
こ
の

作
業
に
約
一
年
半
の
時
間
が
か
か
り
、
す
べ
て
の
法
案
調
整
作
業
が
終
了
し
た
の
は
、
一
九
九
三
年
五
月
一
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
展
開
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
五
月
一
一
一
日
に
は
、
行
政
手
続
法
案
等
ニ
法
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
ニ
四
日
に
、
ニ
法
案
は

第
一
ニ
六
回
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
六
月
八
日
、
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
、
山
中
邦
紀
(
社
会
党
)
、
山
田
英

介
(
公
明
党
)
に
よ
る
質
疑
、
宮
沢
総
理
、
鹿
野
総
務
庁
長
官
、
村
田
自
治
大
臣
に
よ
る
答
弁
が
行
わ
れ
た
。

が
必
要
な
法
律
数
も
一
一
一
五

O
程
一
度
に
な
る
た
め
、

一
O
日
に
は
、
衆
議
院
内

閣
委
員
会
に
お
い
て
提
案
理
由
の
説
明
が
な
さ
れ
た
が
、

一
八
日
、
衆
議
説
本
会
議
に
お
い
て
内
閣
不
信
任
案
が
可
決
さ
れ
、
さ
ら
に
衆

議
院
が
解
散
さ
れ
た
た
め
、
ニ
法
案
は
審
議
未
了
隣
案
と
な
っ
た
。
総
選
挙
後
、
細
川
連
立
政
権
が
誕
生
し
、
九
月
一
一
一
日
、
第
一
二
八

回
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
細
川
嘗
柏
は
、
所
信
表
明
演
説
で
行
政
手
続
法
の
闘
会
提
出
に
言
及
し
た
。
二
四
日
に
は
、
行
政
手
続
法
等
二

法
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
ニ
七
日
に
は
国
会
提
出
さ
れ
た
。
お
よ
そ
一
カ
月
ほ
ど
の
審
議
そ
経
た
一

O
月
二
六
日
、
法
案
は
衆
議
院
を
通

過
(
全
会
一
致
)
し
、
参
議
院
へ
囲
付
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
一
月
五
日
、
法
案
は
参
議
院
を
通
過
(
全
会
一
致
)
し
、
こ
こ
に
行
政
手
続

法
が
成
立
し
た
。

行
政
手
続
法
に
お
け
る
行
政
指
導

行
政
手
続
法
が
制
定
さ
れ
る
と
、
行
政
指
導
は
ど
う
な
る
の
か
。
こ
こ
で
は
、

一
九
九
一
一
一
年
五
月
二
四
日
に
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
た
法

案
に
お
け
る
行
政
指
導
手
続
に
つ
い
て
の
規
定
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
題
を
考
察
し
た
い
。

行
政
指
導
と
行
政
手
続
法

一O
七
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法
案
の
構
成
と
総
則

法
案
は
六
章
三
八
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
一
章
は
総
則
(
第
一

i
四
条
)
、
第
二
章
が
申
請
に
対
す
る
処
分
(
第
五

1
一
一
条
)
、

第
三
章
は
不
利
益
処
分
(
第
一
二

1
一
一
二
条
)
、
第
四
章
が
行
政
指
導
(
第
三
二

1
三
六
条
)
、
第
五
章
は
届
出
(
第
一
一
一
七
条
)
、
第
六
章
が

補
則
(
第
三
八
条
)
、

そ
れ
に
附
則
が
つ
い
て
い
る
。
量
的
に
は
第
一
一
一
章
が
多
い
が
、
総
務
庁
が
改
革
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
の
は
む
し
ろ

第
二
章
と
第
四
章
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
行
政
手
続
法
は
、
行
政
指
導
を
初
め
て
法
文
上
寸
認
知
L

し
た
点
で
特
筆
さ
れ
る
。

部
の
行
政
法
学
者
は
、
こ
の
法
律
で
行
政
指
導
を
規
定
す
る
こ
と
が
、
行
政
指
導
を
ま
す
ま
す
巧
妙
で
不
透
明
な
や
り
方
に
さ
せ
て
し
ま

う
と
し
て
反
対
す
る
。
確
か
に
そ
の
不
安
や
心
配
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
ま
で
法
的
に
正
式
の
手
続
に
乗
ら
な
か
っ
た
ゆ
え
に
不

透
明
だ
っ
た
行
政
指
導
の
う
ち
、
こ
の
法
律
の
正
式
の
手
続
に
乗
る
行
政
指
導
に
つ
い
て
は
透
明
佑
・
明
確
化
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な

る
の
で
、

よ
り
非
公
式
で
不
透
明
な
や
り
方
を
し
よ
う
と
す
る
行
政
裁
量
の
領
域
を
狭
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

ま
ず
法
案
の
目
的
で
あ
る
が
、
第
一
条
(
目
的
等
)
は
、
「
こ
の
法
律
は
、
処
分
、
行
政
指
導
及
び
届
出
に
関
す
る
手
続
に
関
し
、
共
通

す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
運
営
に
お
け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
(
行
政
上
の
意
思
決
定
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
及
び

過
程
が
関
民
に
と
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
第
三
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
向
上
を
関
り
、

も
っ
て
国
民
の
権
利
利
益
の
保
護

そ
の
中
の
「
国
民
」
は
、
行
政
不

服
審
査
法
第
一
条
の
規
定
に
な
ら
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
国
民
と
同
じ
よ
う
な
立
場
に
立
つ
外
国
人
を
含
む
趣
旨
と
さ
れ
て
い
み
。

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
L

と
定
め
て
い
る
。
こ
こ
で
透
明
性
を
定
義
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

た
だ
し
そ
の
場
合
の
国
民
は
、
手
続
に
関
与
す
る
者
の
み
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
誰
で
も
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
情
報
公
開

に
お
り
る
透
明
性
が
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
の
も
の
で
あ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
、
透
明
性
は
手
段
で
あ
り
、
最
終
的
な
目
的
は
、

国
民
の
権
利
利
益
の
保
護
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
第
一
条
第
二
項
で
は
、
「
処
分
、
行
政
指
導
及
び
届
出
に
関
す
る
手
続
に
関



し
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
他
の
法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
し
と
し
て
、
個
別

法
が
行
政
手
続
法
よ
り
優
先
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

次
に
こ
の
法
律
で
定
め
る
行
政
指
導
の
定
義
で
あ
る
が
、
第
二
条
第
六
号
で
、
「
行
政
機
関
が
そ
の
任
務
又
は
所
掌
事
務
の
範
閉
内
に
お

い
て
一
定
の
行
政
目
的
を
実
現
す
る
た
め
特
定
の
者
に
一
定
の
作
為
又
は
不
作
為
を
求
め
る
指
導
、
勧
告
、
助
言
そ
の
他
の
行
為
で
あ
っ

て
処
分
に
A

該
当
し
な
い
も
の
を
い
う
O

L

と
規
定
す
る
。
こ
こ
で
処
分
と
は
、
第
二
条
第
二
号
に
よ
れ
ば
、
「
行
政
庁
の
処
分
そ
の
他
公
権

力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
を
い
う
。
L

と
さ
れ
て
い
る
の
法
案
に
お
け
る
行
政
指
導
の
定
義
は
、
①
目
的
実
現
の
た
め
の
手
段
、
②
法
的
強

の
通
常
い
わ
れ
る
行
政
指
導
の
三
更
併
を
満
た
す
も
の
で
あ

制
力
(
効
果
)

の
な
い
事
実
行
為
、
③
相
手
の
「
自
発
的
L

協
力
で
実
現
、

り
、
か
な
り
幅
広
い
一
般
的
な
定
義
で
あ
る
。
た
だ
し
、
調
査
結
果
等
に
基
づ
き
一
定
の
事
実
を
提
示
し
た
り
、
法
令
の
解
釈
、
制
度
・

仕
組
み
の
紹
介
そ
の
地
相
手
方
の
求
め
に
応
じ
そ
の
便
宜
に
資
す
る
た
め
に
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
な
行
為
は
含
ま
れ
な
(
叫
。

ニ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
今
回
の
行
政
手
続
法
案
は
、
実
現
可
能
性
を
高
め
る
た
め
、
適
用
除
外
事
項
を
か
な
り
多
く
お
い
て
い
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
第
三
条
(
適
用
除
外
)

に
第
一

1
一
六
号
に
わ
た
り
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
①
本
来
の
行
政
権
の
行
使
と
み
ら
れ

な
い
も
の
(
刑
事
事
件
に
関
す
る
法
令
に
基
づ
き
、
司
法
警
察
職
員
が
行
う
行
為
の
手
続
等
)
、
②
特
別
の
法
律
で
律
せ
ら
れ
る
関
係
が
認

め
ら
れ
る
も
の
(
矯
正
施
設
、
学
校
等
)
、
③
処
分
の
性
質
上
、
行
政
手
続
法
の
諸
規
定
の
適
用
に
な
じ
ま
な
い
も
の
(
当
事
者
間
の
利
害

調
整
、
警
察
官
等
の
現
場
で
の
行
為
等
)
、
④
特
定
の
行
政
分
野
に
つ
い
て
独
自
の
手
続
体
系
が
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
(
独
禁
法
の
審
決

(m-

工
業
所
有
権
等
)
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
行
政
指
導
に
と
く
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
は
第
一
二
号
が
あ
り
、
「
相
反
す

手
続
、
る
利
害
を
有
す
る
者
の
間
の
利
害
の
調
整
を
目
的
と
し
て
法
令
の
規
定
に
基
づ
い
て
さ
れ
る
裁
定
そ
の
他
の
処
分
(
そ
の
双
方
を
名
あ
て

人
と
す
る
者
に
限
る
。
)
及
び
行
政
指
導
L

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
三
面
行
政
」
の
場
合
で
あ
り
、
自
治
体
が
行
っ
て
い
る

行
政
指
導
と
行
政
手
続
法

一O
九



。

多
く
の
要
綱
行
政
が
典
型
的
で
あ
る
。

2 

法
案
に
お
け
る
行
政
指
導

第
四
章
が
行
政
指
導
で
あ
る
。
行
政
指
導
を
初
め
て
法
案
の
な
か
で
規
定
し
た
の
は
、

正
式
な
手
続
に
乗
っ
た
と
き
の
指
導
の
明
確
化

を
ね
ら
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
非
公
式
で
不
明
確
な
指
導
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
抑
制
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
に

つ
い
て
は
っ
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
で
あ
る
と
い
う
。

ま
ず
第
三
二
条
で
、
行
政
指
導
の
一
般
原
則
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
第
二
唄
で
は
寸
行
政
指
導
に
あ
っ
て
は
、
行
政
指
導
に
携
わ
る
者

は
、
い
や
し
く
も
当
該
行
政
機
関
の
任
務
又
は
所
掌
事
務
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
及
び
行
政
指
導
の
内
容
が
あ
く
ま
で
も

相
手
方
の
任
意
の
協
力
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
な
っ
て
お
り
、
第
二
項
で
は

っ
行
政
指
導
に
携
わ
る
者
は
、

そ
の
相
手
方
が
行
政
指
導
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な

一
般
原
則
と
し
て
の
努
力
規
定
と
な
っ

ぃ
。
」
と
し
て
い
る
。
行
政
手
続
法
案
に
は
、
違
反
に
対
す
る
罰
則
規
定
は
な
く
、
こ
の
規
定
は
、

て
い
る
。

次
の
第
三
一
一
一
条
は
、
申
請
に
関
連
す
る
行
政
指
導
に
つ
い
て
で
あ
り
、
「
申
請
の
取
下
げ
又
は
内
容
の
変
更
を
求
め
る
行
政
指
導
に
あ

た
っ
て
は
、
行
政
指
導
に
携
わ
る
者
は
、
申
請
者
が
当
該
行
政
指
導
に
従
う
意
思
が
な
い
旨
を
表
明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
該
行
政
指

導
を
継
続
す
る
こ
と
等
に
よ
り
当
該
申
請
者
の
権
利
の
行
使
を
妨
げ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
、
第

二
章
の
申
請
に
対
す
る
処
分
と
基
本
的
に
共
通
す
る
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。
法
案
は
、
申
請
に
対
す
る
処
分
に
か
か
わ
る
行
政
裁
量
を
最

小
限
に
す
る
た
め
、
具
体
的
な
審
査
基
準
や
標
準
処
理
期
間
な
ど
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
申
請
事
務
の
処
理
を
で
き
る
だ
げ
機



械
的
な
処
理
に
近
づ
け
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
に
立
っ
て
、
行
政
指
導
に
よ
り
、
申
請
者
の
権
利
の
行
使
を
妨
げ

る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
第
一
一
一
四
条
で
、
「
許
認
可
等
の
権
限
を
有
す
る
行
政
機
関
が
、
当
該
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
又
は
行
使
す
る
意

思
が
な
い
場
合
に
お
い
て
す
る
行
政
指
導
に
あ
っ
て
は
、
行
政
指
導
に
携
わ
る
者
は
、
当
該
権
限
を
行
使
し
得
る
旨
を
殊
更
に
示
す
こ
と

に
よ
り
相
手
方
に
当
該
行
政
指
導
に
従
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
、
第
三

二
条
の
一
般
原
則
を
、
許
認
可
等
の
権
限
に
関
連
す
る
行
政
指
導
の
場
合
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
表
現
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
第
三
五
条
は
行
政
指
導
の
方
式
に
つ
い
て
、
「
行
政
指
導
に
携
わ
る
者
は
、
そ
の
相
手
方
に
対
し
て
、
当
該
行
政
指
導
の
趣
旨
及
び
内
容

並
び
に
責
任
者
を
明
確
に
一
部
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
J
と
規
定
し
、
行
政
指
導
を
行
う
場
合
、
口
頭
に
よ
る
と
書
面
に
よ
る
と
を
問
わ
ず
、

そ
の
趣
旨
、
内
容
、
責
任
者
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
基
本
原
則
と
定
め
る
。
次
に
第
二
項
で
、
「
行
政
指
導
が
口
頭
で
き
れ

た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
相
手
方
か
ら
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
行
政
指
導
に
携

わ
る
者
は
、
行
政
上
特
別
の
支
障
が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
J
と
し
て
、

口
頭
指
導
の
後
、
相
手
方
か
ら
求
め

ら
れ
た
と
き
は
、
明
確
原
則
に
則
り
書
面
を
交
付
す
る
よ
う
義
務
づ
け
て
い
る
。
た
だ
し
第
三
項
で
は
、
「
前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る

行
政
指
導
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
」
と
し
て
、
「
一

相
手
方
に
対
し
そ
の
場
に
お
い
て
完
了
す
る
行
為
を
求
め
る
も
の
L

と
「
ニ

既
に
文
窪
田
(
前
項
の
書
面
を
含
む
。
)
に
よ
り
そ
の
棺
手
方
に
通
知
さ
れ
て
い
る
事
項
と
問
一
の
内
容
を
求
め
る
も
の
L

の
一
一
つ
の
適
用
除

外
を
設
け
て
い
る
。

第
三
六
条
は
複
数
の
者
を
対
象
と
す
る
行
政
指
導
に
つ
い
て
、
寸
同
一
の
行
政
目
的
を
実
現
す
る
た
め
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
複
数
の

行
政
指
導
と
行
政
手
続
法



者
に
対
し
行
政
指
導
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
行
政
機
関
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
事
案
に
応
じ
、
こ
れ
ら
の
行
政
指
導
に
共
通
し
て
そ
の

内
容
と
な
る
べ
き
事
項
を
定
め
、

か
っ
、
行
政
上
特
別
の
支
障
が
な

い
限
り
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

J
と
規
定
す
る
。
こ

解の
説規
に定
よも
れ明
ば確
、原

G証明

会長
指化
導の
要た
綱め
をと
f乍さ
成れ
して
お
こり
れ、

に要
基綱
づ案
いの

て
具
体
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
個
別
の
行
政
指
導
を
行
う
よ
う
な
場
合
が

典
型
的
で
あ
る
が
、
業
界
を
代
表
す
る
団
体
に
対
し
て
そ
の
傘
下
の

業
者
を
指
導
す
る
よ
う
な
行
政
指
導
を
す
る
場
合
は
、
内
容
に
よ
っ

て
、
行
政
指
導
そ
の
も
の
に
当
た
る
と
き
は
第
二
項
(
第
三
五
条
第

二
項
i
l
引
用
者
)

の
書
面
交
付
義
務
の
対
象
と
な
る
し
、
業
者
に
対

ず
る
行
政
指
導
の
指
針
に
当
た
る
と
き
は
、
本
項
(
第
三
六
条
l
引

用
者
)
の
公
表
の
対
象
と
な
る
と
考
え
る
O

L

と
さ
れ
て
い

μ。
第
三

五
条
の
対
象
と
な
る
儲
別
の
行
政
指
導
と
第
三
六
条
の
対
象
と
な
る

複
数
の
者
を
対
象
と
す
る
行
政
指
導
の
指
針
の
関
係
は
、
下
の
図
の

通
り
で
あ
る
。

最
後
に
、
以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て

国

Litz-琵f導要領、!」¥ 業界の内部行為

ロ 行政指導の指針 ~ rー」一一一一寸
(第36条の対象) i 各事業者等l
L_→作成、公表
総務庁行政管理局/編 r逐条解説行政手続法』

(ぎょうせい、 1994年)、 p.2200

(出所)



お
く
。第
一
に
、
法
案
が
透
明
化
・
明
確
化
の
対
象
と
す
る
行
政
指
導
の
範
囲
は
、
法
案
の
定
義
に
よ
る
と
か
な
り
広
い
が
、
適
用
除
外
事
項

が
比
較
的
多
い
た
め
、
分
野
に
よ
っ
て
は
透
明
化
・
明
確
化
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
と
く
に
い
わ
ゆ
る
コ
一
一
面
行
政
L

の
よ

う
に
利
害
調
整
を
目
的
と
す
る
よ
う
な
行
政
指
導
は
、
法
案
ー
で
は
適
用
除
外
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な

ろ
う
。
ま
た
、
法
案
で
は
、
行
政
指
導
の
透
明
化
・
明
確
化
に
よ
る
権
利
・
利
益
を
保
護
さ
れ
る
「
国
民
L

は
、
外
国
人
を
含
む
も
の
の
、

行
政
手
続
に
直
接
関
与
す
る
者
の
み
と

3
れ
て
お
り
、
情
報
公
開
に
お
け
る
透
明
化
が
す
べ
て
の
人
々
一
般
を
指
し
て
い
る
の
と
対
照
的

で
あ
る
。

第
二
に
、
法
案
の
規
定
に
は
罰
則
な
ど
は
な
く
、
強
制
力
の
な
い
努
力
規
定
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
行
政
指
導
の
一
般
原
則
を
掲

げ
、
申
請
や
許
認
可
等
の
権
限
に
関
連
す
る
指
導
に
つ
い
て
、

一
般
原
則
を
具
体
化
す
る
規
定
は
お
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
規
定
に
違
反

し
た
場
合
の
罰
則
や
手
続
(
違
反
を
監
視
す
る
第
三
者
機
関
の
設
置
な
ど
)
が
な
い
た
め
、
ど
れ
ほ
ど
実
効
性
が
あ
が
る
か
疑
問
が
あ
る
。

そ
の
趣
旨
、
内
容
、
責
任
者
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
基
本
原
則
を
掲
げ
、
さ
ら
に
口
頭

指
導
が
な
さ
れ
た
後
、
相
手
方
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
書
面
を
交
付
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
の
は
、
罰
則
は
な
い
と
は
い
え
、

た
だ
行
政
指
導
の
方
式
と
し
て
、

行
政
指
導
の
証
拠
を
残
す
の
に
実
効
性
の
あ
る
規
定
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

一
に
、
行
政
手
続
法
の
制
定
は
、
法
案
が
カ
バ
ー
す
る
正
式
の
手
続
に
乗
っ
た
指
導
の
明
確
化
に
は
役
立
つ
が
、

よ
り
巧
妙
で
非
公

式
の
手
続
に
よ
る
指
導
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
会
に
つ
い
て
で
あ
る
。
確
か
に
こ
う
し
た
事
態
も
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は

い
わ
ば
「
程
度
L

の
問
題
で
あ
ろ
う
。
今
ま
で
は
野
放
し
だ
っ
た
行
政
指
導
が
、
法
に
よ
る
寸
規
制
L

を
か
け
ら
れ
、
少
し
ず
つ
公
正
化
・

透
明
化
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
今
回
は
そ
の
第
一
歩
で
あ
る
と
い
え
る
。
不
都
合
が
生
じ
た
な
ら
ば
、

そ
の
時
点
で
対
応
し

行
政
指
導
と
行
政
手
続
法

一
一-



間

て
ゆ
け
ば
よ
い
。
こ
う
し
て
少
し
ず
つ
網
を
狭
め
る
の
で
あ
る
。

四

お
わ
り
に

行
政
手
続
法
は
、
外
圧
も
含
む
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
い
う
政
策
過
程
シ
ス
テ
ム
上
の
条
件
が
揃
っ
て
一
九
九
三
年
一
一
月
に

よ
う
や
く
成
立
し
た
。
そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
残
し
て
い
る
と
は
い
え
、
行
政
指
導
の
透
明
性
や
公
正
性
を
確
保
す
る
た
め
、

二
疋
の
役
割
が
期
待
で
き
る
、
と
本
稿
は
論
じ
て
き
た
。

一
九
九
四
年
一

O
月
か
ら
行
政
手
続
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
施
行
状
況
の
評
舗
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
施
行
の
効
果
を
上
げ
る
際
に

お
い
て
も
、
既
得
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
越
え
る
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
、
最
後
に
、

行
政
手
続
法
の
適
用
第
一
口
す
y}
な
っ
た
事
例
、
す
な
わ
ち
通
産
省
の
行
政
指
導
を
経
団
連
が
撤
回
さ
せ
た
事
例
を
、
新
聞
記
事
に
よ
り
紹

介
し
て
お
こ
う
。

九
州
地
区
の
ガ
ス
会
社
が
一

O
月
初
め
に
ガ
ス
供
給
区
域
の
拡
張
許
可
を
九
州
通
産
局
に
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
「
申
請
区
域
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
業
者
と
事
前
協
議
し
て
、

そ
の
報
告
書
を
添
付
し
な
い
と
・
申
請
を
受
理
し
な
い
L

と
断
ら
れ
た
。
法
令
に
な
い
行
政
指
導
で
あ
る
た

め
、
ガ
ス
会
社
は
指
導
を
文
書
に
す
る
よ
う
要
求
し
た
が
、
こ
れ
も
拒
否
さ
れ
た
た
め
、

ガ
ス
会
社
側
は
一
一
月
七
日
に
申
請
書
を
内
容

対
し
突
然
、
寸
申
請
書
は
九
日
付
で
受
け
付
け
た
L

と
連
絡
が
あ
っ
た
、

証
明
郵
便
で
送
っ
た
。
苦
情
を
受
け
た
経
団
連
が
一
一
一
日
に
通
産
省
に
内
容
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
二
二
日
に
九
州
通
産
局
が
ガ
ス
会
社
に

と
い
引
。

こ
の
事
例
が
示
す
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
既
存
業
者
の
既
得
権
を
保
護
す
る
た
め
法
令
に
基
づ
か
な
い
行
政
指
導
が
行
わ
れ
で
も
、
行



政
手
続
法
の
ル

1
ル
に
基
づ
く
透
明
化
・
公
正
化
を
通
じ
て
新
規
業
者
の
救
済
が
可
能
?
あ
る
こ
と
、
経
団
連
な
ど
の
第
三
者
が
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
行
政
手
続
法
の
効
果
が
高
ま
る
こ
と
、
の
ニ
点
で
あ
ろ
う
。
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
強
化
が
大
事
で
あ
る
こ
と
が
、

こ
こ
で
も
証
明
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注l)
 
拙
稿

J
打
政
指
導
を
め
ぐ
る
政
策
過
程
』
(
慶
燃
義
塾
大
学
学
位
論
文
、
一
九
九
四
年
一

O
月
四
日
)
、
第
九
章
を
参
照
。

こ
の
区
分
は
、
筆
者
が
使
山
氏
上
設
け
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
行
政
手
続
法
制
度
の
整
備
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
関
有
一
(
総
務
庁
行

政
管
理
局
行
政
手
続
法
制
定
準
備
室
長
)
「
行
政
手
続
法
の
経
緯
と
背
景
L

吋
法
律
時
報
』
〈
六
五
巻
六
号
、
一
九
九
三
年
五
月
号
)
、
五
五

1
六
一

ペ
ー
ジ
、
総
務
庁
行
政
管
理
局
/
編
『
逐
条
解
説
行
政
手
続
法

1
公
正
で
透
明
な
行
政
を
め
ざ
し
て
(
J
(ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
四
年
)
、
一

1
五
、
二
九
九

i
一ニ

O
一
ペ
ー
ジ
、
青
木
康
叶
平
成
五
年
法
行
政
手
続
法
の
解
説
』
(
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
三
年
)
、
一
一
一

1
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
な
ど

を
参
照
。

(3)

関
前
掲
論
文
、
五
五
ペ
ー
ジ
。

(
4
)

同
論
文
、
五
五

1
六
ペ
ー
ジ
。
第
一
臨
調
以
降
の
主
な
経
緯
に
つ
い
て
は
、
「
行
政
手
続
法
の
制
定
を
め
ぐ
る
、
主
な
経
緯
L

臨
時
行
革
審
事

務
室
監
修
、
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
調
交
研
究
部
編
集
『
公
正
・
透
明
な
行
政
手
続
を
目
指
し
て

1
行
革
審
公
正
・
透
明
な
行
政
手
続
部
会

報
告
・
関
係
資
料
集

1
L
(行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
一
年
)
、
五
八
ペ
ー
ジ
も
参
照
。

?
と
悶
論
文
、
五
六
ペ
ー
ジ
。

第
二
次
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
c

座

長

*

塩

野

宏

東

京

大

学

教

授

座

長

代

理

*

間

部

前

成

路

大

学

教

授

(

一

平

成

元

年

九

月

二

O
日
ま
で
)

礎

部

東

京

都

立

大

学

教

授

2 6 

逸
夫
カ

行
政
指
導
と
行
政
手
続
法

五



A

a

山、

一
一
~
ノ

*
ん
子
賀
克
也
東
京
大
学
助
教
授

大
島
山
中
市
士
山
前
法
務
省
訟
務
局
民
事
訟
務
課
長

小

高

剛

大

阪

市

立

大

学

教

授

ヰ
小
早
川
光
郎
東
京
大
学
教
綬

佐
藤
英
一
世
早
稲
田
大
学
教
授

芝

池

義

一

京

都

大

学

教

授

*

高

木

治

神

戸

大

学

助

教

授

成

田

頼

明

横

浜

際

立

大

学

教

綬

高

山

武

道

北

海

道

大

学

教

授

堀

箆

幸

男

内

閣

法

制

局

参

事

官

林
修
一
一
一
元
内
閣
法
制
局
長
官

高

辻

正

己

元

内

閣

法

制

防

長

官

(
注
)
①
敬
称
略
、
座
長
・
座
長
代
理
・
顧
問
以
外
は
五
十
首
脳
則
。

@
串
・
印
を
付
け
た
方
々
は
、
幹
事
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
巣
の
概
婆
は
、
総
務
庁
行
政
管
理
局
編
集
サ
行
政
手
続
法
の
制
定
に
向
け
て

i
L
(ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九

O
年
)
、
五
九
(
}
六
七
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

(
8
)

諸
外
国
(
米
・
問
独
・
仏
)
に
お
け
る
行
政
手
続
法
制
定
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
同
議
問
、
六
八

i
八

第
二
次
研
究
会
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
は
、
同
書
、
一
一
{
)
五
八
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

関
論
文
、
五
六
{
)
七
ペ
ー
ジ
。

た
と
え
ば
日
米
構
造
協
議
で
、
行
政
手
続
法
が
議
題
の
一
つ
と
さ
れ
た
。
一
九
九
二
年
七
月
に
は
、
日
米
構
造
協
議
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
第
二

(
平
成
元
年
一
一
一
月
一
一
二
日
ま
で
)

顧

問

ー
新
し
い
行
政
ス
タ
イ
ル
の
確
立

一
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

11 10 9 



百
年
次
報
告
に
お
い
て
、
次
期
通
常
国
会
に
行
政
手
続
法
お
よ
び
関
連
す
る
規
定
の
整
理
法
を
提
出
す
べ
く
作
業
を
進
め
る
こ
と
を
、
日
本
は
米

閣
に
約
束
し
た
。
総
務
庁
行
政
管
理
局
/
編
叶
逐
条
解
説
行
政
手
続
法
』
前
掲
書
、
一
ニ

0
0ペ
ー
ジ
を
参
照
。

(
臼
)
次
の
ご
点
に
基
づ
い
て
見
直
す
よ
う
提
言
し
て
い
る
。

「
①
行
政
指
導
の
濫
用
を
厳
に
抑
制
す
る
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
も
法
令
の
趣
旨
に
従
っ
た
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
常
に
状
況
の
変
化
に

対
応
し
た
内
容
の
も
の
と
し
、
不
要
と
な
っ
た
も
の
は
速
や
か
に
廃
止
す
る
こ
と
。

@
一
般
的
な
基
準
や
行
動
規
範
等
を
示
し
た
り
、
行
政
処
分
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
指
導
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
℃
き
る
限

り
具
体
的
か
っ
明
篠
な
も
の
と
す
る
こ
と
。
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
決
裁
権
者
の
決
裁
金
受
け
文
品
川
市
を
持
っ
て
行
う
こ

と
、
及
び
法
の
趣
旨
を
超
え
て
必
要
以
上
の
負
担
等
を
相
手
方
に
強
い
る
こ
と
が
な
い
こ
と
。
」
(
臨
調
・
行
革
審
O
B
会
駿
修
『
日
本

を
変
え
た
一

O
年

i
臨
調
と
行
革
審

1
』
(
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
…
年
)
、
七
七
六
ペ
ー
ジ
。
)

(
日
)
間
席
し
た
増
島
俊
之
行
政
管
理
応
出
火
(
当
時
)
に
よ
る
。
増
島
俊
之
「
行
政
手
続
法
立
案
担
当
者
の
制
度
立
法
化
を
め
ぐ
る
判
断
L

(

日
本

公
法
学
会
に
お
け
る
報
告
(
九
州
大
学
、
一
九
九
三
年
一

O
月
一

O
日
)
)

(
日
)
臨
調
・
行
革
審
O
B
会
監
修
、
前
掲
書
、
八
三
八

1
九
ぺ

i
ジ。

(
日
)
関
論
文
、
五
八
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
錦
時
行
革
審
事
務
室
監
修
、
前
掲
議
、
五
八
ペ
ー
ジ
。

(
げ
)
公
正
・
透
明
な
行
政
手
続
部
会
専
門
委
員
の
名
簿
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

部

会

長

角

田

礼

次

郎

前

最

高

裁

判

所

判

事

部

会

長

代

理

塩

野

宏

東

京

大

学

教

授

専

門

委

員

板

野

英

彦

兵

庫

県

副

知

事

今
泉
正
経
株
式
会
社
一
一
一
和
銀
行
常
勤
顧
問

大
林
勝
臣
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
理
事
長

行
政
指
導
と
行
政
子
続
法

七



河賀 IJ、
口集倉

日
間
男

一
一
八

ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
代
表
取
締
役
相
談
役

帝
京
大
学
教
授

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
副
事
務
局
長

東
京
大
学
教
授

京
都
大
学
教
授

住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
常
務
取
締
役

東
洋
大
学
教
授

旭
化
成
工
業
株
式
会
社
取
締
役

日
本
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長

横
浜
国
立
大
学
教
授

弁
護
士

政
治
評
論
家

株
式
会
社
日
本
興
業
銀
行
顧
問

唱博
行

小
早
川
光
郎

芝
池
義
一

杉

山

弘

鈴

木

重

信

鈴

木

良

男

高

橋

寿

夫

成

田

頼

明

場

岡

章

三

屋

山

太

郎

渡
辺
喜
一

(
凶
〉
関
論
文
、
五
八
ペ
ー
ジ
。

(
四
)
二
六
回
に
及
ぶ
部
会
の
開
催
笑
績
と
す
べ
て
の
審
議
概
要
は
、
臨
時
行
革
審
事
務
室
監
修
、
前
掲
欝
、
七
一
ニ

1
一
六
六
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

(
叩
)
同
書
、
お
よ
び
関
論
文
、
五
八

1
九
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

(
幻
)
行
政
手
続
法
制
の
護
備
が
行
政
改
革
の
課
題
に
な
っ
て
か
ら
は
、
明
確
で
積
極
的
な
反
対
は
な
く
な
り
、
個
別
法
の
対
応
で
よ
し
と
す
る
姿

勢
に
変
わ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
増
島
俊
之
、
前
掲
報
告
。

(
沼
)
小
委
員
会
の
委
員
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
角
田
部
会
長
、
塩
野
部
会
長
代
理
、
資
集
、
小
早
川
、
鈴
木
(
良
)
の
各
専
門
委
員
(
以
上
四

月
一
九
日
指
名
分
)
、
大
林
、
芝
池
、
高
橋
の
各
専
門
委
員
(
以
上
六
月
一
九
日
指
名
分
て
さ
ら
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
高
木
光
(
学
習
院



大
学
教
授
)
と
字
賀
克
也
(
東
京
大
学
助
教
授
)
の
各
氏
が
当
初
よ
り
出
席
し
た
。

(
お
)
関
論
文
、
六
一
ペ
ー
ジ
。

(
出
)
行
政
手
続
法
案
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
司
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一

O
二
六
号
、
一
九
九
三
年
七
月
一
日
、
六
二

i
九
ペ
ー
ジ
、
総
務
庁
行
政

管
理
局
/
編
『
逐
条
解
説
行
政
手
続
法
二
別
掲
書
、
青
木
、
前
掲
書
を
参
照
。
な
お
こ
の
他
の
解
説
書
と
し
て
、
字
賀
克
也
刀
行
政
手
続
法
の
解

説
』
(
学
陽
書
一
一
局
、
一
九
九
四
年
)
、
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
吋
は
や
わ
か
り
行
政
手
続
法
』
(
学
陽
書
房
、
一
九
九
四
年
)
な
ど
が
あ
る
。

必
か
た
だ
し

(
お
)
増
島
俊
之
、
前
掲
報
告
お
よ
び
同
席
し
た
仲
正
専
門
官
の
補
足
説
明
に
よ
る
。
ま
た
、
一
般
世
論
の
関
心
も
こ
の
部
分
に
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。

(
お
)
臨
時
行
革
審
事
務
室
監
修
、
前
掲
書
、
二
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

(
幻
)
拙
稿

J
汀
政
指
導
を
め
ぐ
る
政
策
過
程
』
前
掲
学
位
論
文
、
第
一
、
一
一
一
章
を
参
照
。

(
お
)
臨
時
行
革
審
事
務
室
監
修
、
前
掲
書
、
二
三
ペ
ー
ジ
。

(
却
)
同
索
前
、
五
二
ペ
ー
ジ
。

(
初
)
仲
正
専
門
官
に
よ
る
説
明
。

(
幻
)
臨
時
行
革
審
事
務
室
監
修
、
前
掲
察
、
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

(
犯
)
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
四
年
一
一
月
二
一
二
日
に
よ
る
。
こ
の
事
例
は
、
経
団
連
の
「
行
政
指
導
一
一

O
番
L

に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
に
基
づ
い

て
誠
べ
た
も
の
で
、
通
産
省
は
、
経
団
連
の
指
摘
を
受
け
て
適
正
な
手
続
き
を
と
る
な
ど
改
善
策
を
講
じ
た
。
行
政
手
続
法
を
根
拠
に
官
庁
の
対

応
を
改
め
さ
せ
た
実
例
第
一
号
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

(
お
)
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
通
産
省
は
、
都
市
ガ
ス
事
業
者
か
ら
経
団
連
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
に
つ
い
て
、
大
筋
で
事
実
関
係
を
認
め
、
行
政
手

続
法
の
実
施
を
改
め
て
徹
底
す
る
よ
う
求
め
る
通
達
を
、
一
一
月
二
四
日
に
も
省
内
各
局
に
出
す
こ
と
を
決
め
た
。
ま
た
、
苦
情
で
指
摘
さ
れ
た

各
通
産
局
の
ガ
ス
事
業
関
係
の
許
認
可
事
務
を
め
ぐ
っ
て
は
、
苦
情
の
再
発
防
止
の
た
め
、
二
八
日
に
各
通
産
局
担
当
課
長
会
議
を
開
き
、
行
政

手
続
法
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
決
め
た
、
と
い
う
。

行
政
指
導
と
行
政
手
続
法

九



一
二

O

本
稿
は
、
拙
稿
「
行
政
指
導
を
め
ぐ
る
政
策
過
程
」
(
度
廃
義
塾
大
学
学
位
論
文
、
一
九
九
閲
年
一

O
月
間
日
)
の
第
一

O
章
に
加
筆
修
正
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
研
究
の
過
程
で
、
文
部
省
科
研
費
(
奨
励
研
究

(A))
よ
り
裕
助
を
受
け
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。


